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こ
の
ま
ま
で
は
中
心
市
街
地
が
…

　
中
心
市
街
地
の
現
状
は
？

　

富
良
野
市
の
人
口
が
緩
や
か
な
減
少
を
続

け
る
な
か
、
中
心
市
街
地
は
郊
外
地
に
比
べ
特

に
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
心
市
街

地
の
人
口
の
減
少
傾
向
は
、
生
活
の
場
と
し
て

の
機
能
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て

お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
お
い
て
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
で
は
、
空
き
地
も
目
立
つ
よ
う

に
な
り
、
空
き
店
舗
や
駐
車
場
も
増
え
て
き
ま

し
た
。
小
売
店
が
減
少
し
、
中
心
市
街
地
で
の

販
売
額
は
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
車
社

会
の
発
展
に
よ
り
、
旭
川
市
な
ど
の
近
郊
中
核

都
市
の
大
型
店
へ
買
い
物
に
行
く
な
ど
、
生
活

環
境
の
変
化
が
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
が
進
み
、
後
継
者
不
在
の
小

売
店
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
協
会

病
院
の
移
転
に
よ
り
五
条
通
商
店
街
の
歩
行

者
通
行
量
も
大
幅
に
減
少
し
、
中
心
市
街
地
の

空
洞
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

市
民
が
主
役
の
計
画
策
定
作
業

　
「
基
本
計
画
」
の
策
定
、
そ
し
て
認
定
へ

　

協
会
病
院
の
移
転
に
伴
う
跡
地
利
用
の
論

議
の
な
か
で
、
平
成　

年
の
「
ま
ち
づ
く
り
三

１８

法
（
①
都
市
計
画
法
②
大
規
模
小
売
店
舗
立
地

法
③
中
心
市
街
地
活
性
化
法
の
３
つ
の
法
律

の
総
称
）」
の
改
正
を
機
に
、
富
良
野
商
工
会

議
所
、
ふ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
が
中
心

と
な
り
、「
富
良
野
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協

来春４月にプレオープン来春４月にプレオープン！！
特集 旧協会病院跡地に「フラノ・マルシェ」建設工事着工へ

旧協会病院跡地でのイベント風景

イベントで賑わう新常盤通り

憩いの場となっているリバーモール」のイメージイラスト



3 こうほう No.577

議
会
」
を
設
立
。
運
営
委
員
会
を
設
置
し
、「
新

富
良
野
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
構

想
（
骨
子
）」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
市
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
こ
れ
を
受
け
、
平
成　

年　

月
か
ら

２０

１１

平
成　

年
３
月
ま
で
の
５
年
５
カ
月
を
計
画

２６

期
間
と
す
る
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

を
策
定
、
平
成　

年　

月
に
内
閣
総
理
大
臣
か

２０

１１

ら
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

「
ふ
ら
の
ブ
ラ
ン
ド
」
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

　
中
心
市
街
地
活
性
化
の
基
本
方
針

●
観
光
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
活
か
し
、

「
魅
力
的
」
で
「
利
便
性
」
に
富
ん
だ
快
適
空

間
を
中
心
市
街
地
に
創
出
。

●
観
光
客
を
中
心
市
街
地
に
誘
導
す
る
た
め

の
施
設
の
建
設
な
ど
に
よ
る
「
商
業
の
活
性

化
」
と
、
市
民
が
暮
ら
し
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
環
境
を
整
え
た
「
ま
ち
な
か
居
住
」
の
推

進
。

　

具
体
的
な
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
次
頁
で

紹
介
し
ま
す
。

「フラノ・マルシェ「フラノ・マルシェ」」建設着工建設着工
特中心市街地活性化事業がいよいよ本格化

現状数値（平成１９年度）
３,０９４人

↓
目標数値（平成２５年度）
３,７００人

現状数値（平成１９年度）
２,７４１人

↓
目標数値（平成２５年度）
２,９００人

【中心市街地観光客入り数】

【中心市街地居住者数】

現在はさら地になっている「くにい」店舗

市内に空き地や駐車場が増えている

空き店舗対策が急がれる

※１日平均

「フラノ・マルシェ」
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賑
わ
い
あ
ふ
れ
る
中
心
市
街
地
へ

賑
わ
い
あ
ふ
れ
る
中
心
市
街
地

賑
わ
い
あ
ふ
れ
る
中
心
市
街
地
へへ

　

旧
協
会
病
院
跡
地
周
辺
、「
く
に
い
」

店
舗
跡
地
周
辺
、
J
R
ふ
ら
の
駅
前
周

辺
を
、「
ま
ち
の
縁
側
（
さ
ま
ざ
ま
な

人
が
世
代
を
超
え
て
集
ま
り
交
流
す

る
場
）」
と
し
て
位
置
づ
け
、
こ
れ
ら

３
つ
の
拠
点
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
を
、

商
店
街
に
回
遊
さ
せ
る
こ
と
で
、
中
心

市
街
地
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
ま
す
。

　
「
ま
ち
の
縁
側
」
づ
く
り
の
中
核
施

設
と
し
て
９
月
に
着
工
し
た
の
が
、
ふ

ら
の
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
が
実
施

す
る
「
フ
ラ
ノ
・
マ
ル
シ
ェ
」
で
す

（
マ
ル
シ
ェ
と
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
市

場
」
と
い
う
意
味
）。「
フ
ラ
ノ
・
マ
ル

シ
ェ
」
に
は
富
良
野
ら
し
い
景
観
を
備

え
、
ふ
ら
の
の
食
材
や
加
工
食
品
を
活

か
し
た
「
食
文
化
の
発
信
基
地
」
と
し

て
集
客
施
設
を
建
設
し
、
広
場
で
は
、

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の

季
節
感
豊
か
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

な
が
ら
、
観
光
の
滞
留
拠
点
と
し
て
新

た
な
賑
わ
い
を
作
り
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
の
玄
関
口
と
な
る
よ
う

に
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
情
報
・

案
内
所
）
機
能
を
充
実
、「
フ
ラ
ノ
・

マ
ル
シ
ェ
」
か
ら
中
心
市
街
地
へ
観
光

客
な
ど
を
回
遊
さ
せ
て
、
全
体
の
賑
わ

い
を
演
出
し
ま
す
。

　

主
な
施
設
機
能
と
し
て
は
、
現
在
、

次
の
よ
う
な
構
想
が
あ
り
ま
す
。

虚
ふ
ら
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

許
多
目
的
広
場
（
野
菜
市
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
既
設
の
イ
ベ
ン
ト
）

距
飲
食
を
中
心
と
し
た
小
店
舗
モ
ー

ル
（
モ
ー
ル
＝
遊
歩
道
風
商
店
街
）

鋸
ス
ー
ベ
ニ
ア
・
シ
ョ
ッ
プ
（
土
産
物
店
）

漁
タ
ウ
ン
情
報
セ
ン
タ
ー

禦
ス
イ
ー
ツ
・
カ
フ
ェ

　

中
心
市
街
地
の
魅
力
を
高
め
、
集
客

す
る
う
え
で
大
事
な
こ
と
は
、
単
に
施

設
を
整
備
す
る
だ
け
で
な
く
、
訪
れ
る

人
を
魅
了
し
、
引
き
つ
け
る
ソ
フ
ト
面

で
の
充
実
で
す
。

　

本
計
画
で
は
、
既
存
の
各
種
ソ
フ
ト

事
業
に
加
え
、「
ま
ち
の
縁
側
」
の
３

つ
の
拠
点
と
連
動
さ
せ
た
新
た
な
取

り
組
み
を
、
富
良
野
商
工
会
議
所
が
中

心
と
な
り
本
年
度
よ
り
推
進
し
ま
す
。

虚
「
ま
ち
の
話
題
情
報
お
届
け
事
業
」

各
個
店
や
団
体
な
ど
の
情
報
を
一
元

化
し
全
国
に
発
信

許
「
お
も
て
な
し
づ
く
り
事
業
」
中
心

市
街
地
を
回
っ
て
み
た
く
な
る
よ
う

な
マ
ッ
プ
を
作
成

距
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ロ
ー
ド
事
業
」
商
店

街
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー
を
ギ
ャ
ラ

リ
ー
化
し
て
通
り
を
散
策
す
る
楽
し

み
を
提
供

鋸
「
地
域
資
源
ふ
ら
の
ブ
ラ
ン
ド
開
発

研
究
事
業
」消
費
者
購
買
調
査
を
行
い
、

ふ
ら
の
ブ
ラ
ン
ド
創
作
活
動
を
推
進

「
フ
ラ
ノ
・
マ
ル
シ
ェ

「
フ
ラ
ノ
・
マ
ル
シ
ェ
」」

開
発
事

開
発
事
業業

「
ど
ん
と
ま
と
め
て
！

「
ど
ん
と
ま
と
め
て
！
」」

ま
ち
な
か
活
性
化
事

ま
ち
な
か
活
性
化
事
業業

「フラノ・マルシェ」の建設が始まる旧協会病院跡地全景

※イメージ写真です。
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特集 「フラノ・マルシェ」建設着工　来春４月にプレオープン！

　

今
後
迎
え
る
超
高
齢
化
社
会
を
考

え
た
と
き
、
車
の
利
用
に
頼
っ
た
郊
外

型
の
生
活
様
式
を
見
直
す
「
歩
い
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
が
大
き
な
テ
ー

マ
と
な
り
ま
す
。

　

車
な
し
で
も
生
活
で
き
る
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
、
今

後
は
こ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
、
高

齢
者
に
も
若
者
に
も
、
移
住
者
に
も
便

利
で
安
心
な
暮
ら
し
を
も
た
ら
す
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
計
画
で
は
、
空
き
地
や
空
き
店
舗

が
多
い
旧
協
会
病
院
跡
地
北
側
で
の

「
ネ
ー
ブ
ル
・
タ
ウ
ン
（
仮
称
）」
開
発

事
業
で
、
日
常
生
活
に
必
要
な
機
能
と

居
住
空
間
を
集
積
し
、
利
便
性
に
富
ん

だ
中
心
市
街
地
を
創
出
し
ま
す
。
本
年

度
は
、
市
街
地
再
開
発
準
備
会
が
設
立

さ
れ
、
ふ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

が
主
体
と
な
り
現
況
調
査
と
基
本
計

画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

　

観
光
客
の
入
り
込
み
は
時
期
に
よ

り
変
動
が
あ
り
、
中
心
市
街
地
に
活
気

を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、
日
常
的
に
人

の
動
き
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形

成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

核
家
族
化
が
進
み
世
代
を
超
え
た
交

流
が
不
足
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
問

題
が
指
摘
さ
れ
る
な
か
、
中
心
市
街
地

に
三
世
代
が
生
活
す
る
「
ま
ち
な
か
居

住
」
を
推
進
し
ま
す
。
例
え
ば
・
・
・

虚
中
心
市
街
地
の
空
き
地
な
ど
に
福

祉
・
高
齢
者
住
宅
や
託
児
所
・
学
童
保

育
付
き
住
宅
な
ど
、
ま
ち
な
か
に
住
ん

で
み
た
く
な
る
機
能
性
に
と
ん
だ
集

合
住
宅
。

許
移
住
希
望
者
向
け
集
合
住
宅
。

距
建
設
コ
ス
ト
を
で
き
る
限
り
抑
え

る
低
家
賃
集
合
住
宅
。

な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●
観
光
資
源
活
用
推
進
事
業
「
北
の
国

か
ら
」
資
料
館
・
ふ
ら
の
広
場

●
「
無
頭
川
モ
ー
ル
」（
イ
ベ
ン
ト
空

間
）
賑
わ
い
推
進
事
業

●
「
グ
リ
ー
ン
・
フ
ラ
ッ
グ
」
推
進
事

業
（
地
産
地
消
推
進
）

●
ま
ち
な
か
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
事
業

な
ど

　

こ
れ
ら
の
多
く
の
ソ
フ
ト
事
業
を

積
極
的
に
推
進
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
中
心
市
街
地

の
魅
力
を
高
め
、活
性
化
を
図
り
ま
す
。

鰹問
 

中
心
街
整
備
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
５

「
ネ
ー
ブ
ル
・
タ
ウ
ン

「
ネ
ー
ブ
ル
・
タ
ウ
ン
」」

開
発
事

開
発
事
業業

「
ま
ち
な
か
」
居
住

「
ま
ち
な
か
」
居
住
のの

推
進
に
向
け

推
進
に
向
け
てて

中
心
市
街
地
活
性

中
心
市
街
地
活
性
化化

そ
の
他
の
事

そ
の
他
の
事
業業

「フラノ・マルシェ」内のイメージイラスト
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観
光
客
に
気
持
ち
よ
く

旅
行
を
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、
布
礼
別
小
中
学
校

で
は
学
校
近
く
の
公
衆
ト

イ
レ
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

清
掃
し
て
い
ま
す
。
昭
和

　

年
よ
り
始
ま
っ
た
取
り

６３組
み
も
今
年
で　

年
目
を

２２

迎
え
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
の

４
月
末
か
ら　

月
上
旬
に

１１

わ
た
り
週
２
回
の
ペ
ー
ス

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

年　

月
に
は
、
女
性
と
女

１１
児
を
対
象
に
し
た
奉
仕
団

体
「
財
団
法
人
ソ
ロ
プ
チ

ミ
ス
ト
日
本
財
団
」
の
社

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
（
青
少
年
の

部
）
を
受
賞
す
る
こ
と
が
決
定
す

る
な
ど
、
全
国
的
に
そ
の
活
動
が

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
イ
レ
清
掃
は
、
小
学
３
年
生

か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
児
童
・

生
徒
が
５
人
ぐ
ら
い
の
班
に
分
か

れ
て
交
代
で
行
い
ま
す
。
掃
除
前

に
は
毎
年
各
班
で
決
め
て
い
る

「
気
合
で
き
れ
い
に
」な
ど
の
目
標

を
全
員
で
確
認
。
そ
の
後
、
便
器
、

床
、
壁
、
手
洗
い
場
な
ど
を
磨
き
、

隅
に
た
ま
っ
て
い
る
虫
を
片
付
け
、

最
後
に
ト
イ
レ
周
辺
の
ご
み
拾
い

を
行
い
ま
す
。「
汚
い
」「
臭
い
」

と
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
ト
イ
レ
清
掃

で
す
が
、
生
徒
た
ち
は
て
き
ぱ
き

と
作
業
を
こ
な
し
て
い
き
ま
す
。

今
福
美
咲
さ
ん
（
４
年
生
）
は

公衆トイレの清掃公衆トイレの清掃をを
２２年。年間２００通超２２年。年間２００通超ええ
る感謝の手る感謝の手紙紙

てきぱきと作業をこなす児童・生徒たち
■布礼別小中学校■

連合会・町内会の話題をお知らせください。 地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域コココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
　
地
域
活
動
レ
ポ
ー
ト
叡

「
食
育
」を
基
盤
と
し
た
地
産

「
食
育
」を
基
盤
と
し
た
地
産
地地

消
促
進
活
動
で
ふ
ら
の

消
促
進
活
動
で
ふ
ら
の
をを「「
華華

麗（
カ
レ
ー
）」
に
ま
ち
お
こ

麗（
カ
レ
ー
）」
に
ま
ち
お
こ
しし

■
緑
峰
高
校
 ふ
ら
の
カ
レ
ン
ジ
ャ
ー
娘
■

　

富
良
野
緑
峰
高
校
園
芸
科
学
科

で
は
、
森
本
教
諭
の
指
導
の
も
と
、

「
農
業
ク
ラ
ブ
」
の
授
業
の
一
環
と

し
て
、
平
成　

年
度
に
地
元
農
産

１４

物
を
活
か
し
た
取
り
組
み
を
始
め
、

翌
年
か
ら
は
旬
の
地
元
野
菜
や
特

産
品
を
活
か
し
た
カ
レ
ー
の
考
案
、

ス
ー
パ
ー
で
の
試
食
提
供
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
参
加
、
さ
ら
に
は
マ
ス

コ
ミ
を
通
じ
て
地
元
食
材
の
魅
力

を
発
信
す
る
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。「
カ
レ
ー
で
ま
ち
お
こ
し
」

を
目
的
に
活
動
し
て
い
た
市
内
の

団
体
「
食
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

（
農
・
商
・
消
）
研
究
会
」
と
協
力

し
、「
華
麗
（
カ
レ
ー
）
に
ま
ち
お

こ
し
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
Ｐ
Ｒ
活

動
が
本
格
化
す
る
と
、
平
成　

年
１６

９
月
に
同
研
究
会
よ
り
初
代
「
ふ

ら
の
カ
レ
ン
ジ
ャ
ー
娘
」
の
任
命

を
受
け
、
さ
ら
に
活
発
な
活
動
を

展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
手
食
品
会
社
の
Ｃ

Ｍ
出
演
の
影
響
も
あ
り
、
テ
レ
ビ

出
演
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
依
頼
が
殺

到
。
生
徒
へ
の
負
担
が
増
え
、
学

業
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
で

て
き
た
た
め
、
活
動
を
一
時
休
止

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

と
き
、
高
校
生
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
ま
ち
お
こ
し
と
は
何
か
を
問
い

直
し
、
現
在
は
「
食
育
」
を
基
盤

と
し
た
地
産
地
消
促
進
活
動
に
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

　

現
在
活
躍
中
の
５
代
目
の
生
徒

精力的な活動を展開する５代目「ふらのカレンジャー娘」たち
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「
夏
は
虫
が
た
く
さ
ん
つ
ぶ
れ
て

大
変
で
し
た
。
で
も
目
に
見
え
て

キ
レ
イ
に
な
っ
て
い
く
の
が
う
れ

し
い
。
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ト
イ
レ
に
置
い
て
あ
る
感
想
箱

に
は
昨
年
１
年
間
で
２
０
０
通
を

超
え
る
感
謝
の
手
紙
が
入
っ
て
い

ま
し
た
。「
い
ろ
い
ろ
な
公
衆
ト
イ

レ
に
入
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
が
一

番
キ
レ
イ
で
す
」「
旅
の
最
後
に
み

な
さ
ん
の
活
動
に
感
動
し
ま
し

た
」「
私
も
誰
か
の
た
め
に
何
か
始

め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
多

く
の
感
謝
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。人

　
　

年
目
を
迎
え
る
富
良
野
演
劇

１０
工
場
で
、
２
代
目
工
場
長
と
し
て

「
演
劇
の
ま
ち
づ
く
り
」を
け
ん
引

す
る
太
田
竜
介
さ
ん
は
、
岡
山
県

出
身　

歳
。

４１

　

東
京
で
会
社
員
と
し
て
の
生
活

が
板
に
つ
い
て
き
た
こ
ろ
、
富
良

野
塾
の
記
事
に
出
会
い
、
入
塾
試

験
を
受
け
る
と　

期
生
と
し
て
見

１０

事
合
格
。
そ
れ
が
富
良
野
と
の
縁

の
始
ま
り
で
し
た
。
塾
で
は
、
い

わ
ゆ
る
裏
方
で
あ
る
脚
本
家
コ
ー

ス
を
選
択
。
脚
本
の
勉
強
だ
け
で

な
く
、
照
明
や
音
響
な
ど
の
舞
台

技
術
も
学
び
ま
し
た
。

　

卒
塾
後
は
東
京
へ
戻
り
、
富
良

野
塾
に
関
わ
る
活
動
を
続
け
て
い

ま
し
た
が
、
平
成　

年
、
演
劇
工

１２

場
の
立
ち
上
げ
に
関
わ
っ
て
い
た

富
良
野
塾
塾
長
の
倉
本
さ
ん
に
、

「
工
場
の
技
術
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

富
良
野
に
夫
婦
で
来
な
い
か
」
と

演劇で体感して！「不必要な人は一人もいない」

良野に 太田 竜介さん 
下御料

お お た

声
を
か
け
ら
れ
ま
す
。
東
京
で
の

成
功
を
夢
見
て
い
た
太
田
さ
ん
は

迷
い
ま
す
が
、
師
匠
で
あ
る
倉
本

さ
ん
の
言
葉
を
信
じ
、
富
良
野
で

生
活
す
る
こ
と
を
決
断
。
知
ら
な

い
人
た
ち
の
な
か
に
入
り
、
不
安

だ
ら
け
の
毎
日
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
で
は
「
富
良
野
人
」
の
印
象

を
、良
い
意
味
で「
と
て
も
お
せ
っ

か
い
な
人
」「
一
言
ど
こ
ろ
か
十
言

ぐ
ら
い
多
い
人
」
と
笑
っ
て
話
す

太
田
さ
ん
。
当
時
を
「
あ
の
時
は

若
か
っ
た
。
正
直
に
言
う
と
関
わ

り
が
密
す
ぎ
て
嫌
だ
っ
た
」
と
思

い
返
し
ま
す
。
そ
ん
な
太
田
さ
ん

も
「
今
思
え
ば
、
こ
け
ら
お
と
し

の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
か
ら
当
日
運
営

ま
で
の
す
べ
て
を
、
素
人
同
然
の

仲
間
で
協
力
し
衝
突
し
な
が
ら
、

半
年
間
み
ん
な
で
乗
り
切
っ
た
こ

と
が
、
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」

と
仲
間
と
成
長
し
て
き
た
日
々
を

振
り
返
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
で
は
恒
例
の
行
事
と

な
っ
た
「
ふ
ら
の
演
劇
祭
」
に
向

け
、
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
や

市
民
劇
団
に
演
劇
の
指
導
を
す
る

太
田
さ
ん
は
、「『
教
え
る
』
で
は

な
く
『
一
緒
に
考
え
る
』
と
い
う

ス
タ
ン
ス
が
基
本
。
共
に
考
え
共

に
悩
む
こ
と
で
思
い
を
共
有
で
き

る
。
正
解
の
な
い
こ
と
の
楽
し
さ

を
伝
え
た
い
」、
さ
ら
に
「
演
劇
は

裏
方
も
含
め
誰
一
人
か
け
て
は
成

り
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
を
体
感

で
き
る
。
自
分
た
ち
は
周
り
の
み

ん
な
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
必
要

と
さ
れ
る
こ
と
が
生
き
て
い
る

証
」
と
熱
が
入
り
ま
す
。「『
ニ
ー

ト
』『
引
き
こ
も
り
』
な
ど
と
言
わ

れ
て
い
る
若
者
た
ち
！
引
き
こ
も

る
ぐ
ら
い
な
ら
、
こ
こ
（
演
劇
工

房
）
に
お
い
で
！
」
と
も
。

　

今
で
は
自
分
の
こ
と
を
「
富
良

野
人
」
と
呼
ぶ
太
田
さ
ん
の
最
近

の
マ
イ
ブ
ー
ム
は
、
富
良
野
周
辺

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
め
ぐ
り
や
、
お

い
し
い
も
の
を
食
べ
歩
く
こ
と
。

「
演
劇
の
ま
ち
富
良
野
」の
広
報
マ

ン
と
し
て
富
良
野
を
も
っ
と
知
る

た
め
に
、
意
識
し
て
富
良
野
を
楽

し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

移る

富盈 りょうすけ

今年も１０月１０日から開催される「ふらの演劇祭」
に向け指導に熱が入る太田さん

た
ち
は
、「
野
菜
の
知
識
が
増
え

る
」「
人
前
に
出
る
機
会
が
多
く
良

い
経
験
に
」「
活
動
を
活
か
し
て
管

理
栄
養
士
に
な
り
た
い
」
と
、
と

て
も
前
向
き
。「
中
学
生
の
と
き
に

カ
レ
ン
ジ
ャ
ー
娘
の
活
動
の
ビ
デ

オ
を
見
て
あ
こ
が
れ
て
い
た
自
分

が
、
今
カ
レ
ン
ジ
ャ
ー
娘
に
な
っ

「
ふ
る
さ
と
給
食
週
間
」
で
は
、
カ

レ
ー
の
日
す
べ
て
の
メ
ニ
ュ
ー
を

カ
レ
ン
ジ
ャ
ー
娘
が
担
当
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
た
ま
ね
ぎ
の

品
種
に
こ
だ
わ
っ
た
新
し
い
カ

レ
ー
の
提
案
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

に
富
良
野
野
菜
の
お
い
し
さ
を
伝

え
よ
う
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

て
い
ま
す
」
と
い
う
生
徒
も
。

　

３
年
前
か
ら
は
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
地
元
食
材
を

用
い
た
給
食
メ
ニ
ュ
ー
の
考
案
や

小
学
生
へ
の
食
育
授
業
、
さ
ら
に

今
年
度
は
こ
と
ぶ
き
大
学
と
の
交

流
学
習
に
挑
戦
す
る
な
ど
活
動
の

幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。　

月
末
の

１０
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市民参加手続のページ
意見を提出できる方
○市内に住んでいる方
○市内で働いている方
○市内で学んでいる方
○市内に事業所がある
　法人や団体

意見の提出方法
○封書・ファックス・
　メールなど書面（様
　式は自由)・録音テー
　プでお寄せください。
○担当課窓口に直接提
　出（郵送可）、または
　公表場所の意見箱へ
　提出もできます。
○意見を提出するとき
　は、住所・氏名など
　を記入してください。
　氏名などは公表しま
　せんが、記入がない
　場合には回答できな
　い場合もあります。

《パブリックコメント手続》意見募集期間１０月１日(木)～１０月２０日(火)

みなさんのご意見をお寄せください

原案を作成した理由

　山部支所は昭和40年7月に建設し、
現在は事務室、図書室のみの施設（空
知川上流土地改良区は平成20年9月
移転）として使用しています。
　しかし、施設の老朽化と職員数減
少、併せて施設維持管理経費の縮減
のため、支所と山部福祉センターを
統合して、支所業務を山部福祉セン
ター事務室で行なうものです。

移転の概要

①山部福祉センターの改修
・事務室と談話室を一部屋としてカ
　ウンターを設け事務室とします。
・談話室がなくなることから、ロビー
　をパーテーションで区切り、打合
　せなどができるようにします。
・玄関は自動ドアとし、入口の段差

山
部
支
所
事
務
所
移
転
（
山
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
へ
）
に
つ
い
て

　を解消します。
・2階研修室後部の一部を壁で区切り、
　書庫と更衣室にします。
・ボイラー室と福祉センターの間に
　連絡通路を設置します。
②図書室について
・児童書は山部小学校に移管します。
・一般図書は生涯学習センターに移
　管しますが、市立図書館の図書検
　索システム端末を支所に置き、図
　書の取り寄せ、返却を行ないます。

今後のスケジュール
　平成２２年３月　山部支所移転予定

意見提出先／問合せ
　山部支所
　〒０７9‐1561　富良野市山部1714番地
　皐３９‐2121　捌42‐3123　　　　　
電子メール y-sisyo@city.furano.hokkaido.jp

件（日照量、気温、降雨量と降雨時期など）の影響
によるところが大きいことから収穫年（ヴィンテー
ジ）が注目されます。
　ワイン工場では「良いワインは良いぶどうから」
この言葉を大切に、ワインづくりに励んでいます。
自然に逆らうことはできません。うまく共存しやっ
ていくことが大事ですね！
＝ワインセミナーを実施中＝

　ワイン工場では、町内会、会社、グループなどで
ふらのワインについて詳しく知りたいという要望が
あれば、職員を派遣し、ワインセミナーを行ってい
ます。ご希望の方はワイン工場まで連絡ください。　

ふらのワイン

さらに今回は富良野市民のみなさんだけの特典をつけました！！

　市民限定ロゼワイン１ケースお買い求めいただいた方に、付属応募はがきを投函

いただだくと、今年収穫のぶどうでつくられる「オリジナル新酒ロゼ」をプレゼン

トします。投函後、改めてワイン工場より引換方法などを連絡します。引換は１１月

中旬以降を予定しています。この機会にぜひ、「オリジナル新酒ロゼ」を手に入れて

みませんか。

＝ワイン一口メモ＝

　出来秋を迎え、ふらのワインの原料となるぶどう
の収穫も始まりました。今年は、天候条件があまり
良くなかったため、出来は平年並みのようで、２００９
年ヴィンテージは普通というところでしょうか。
　さて、ワインはお酒のなかで産地や畑の名前、そ
して収穫年などをこだわることが多いお酒です。そ
れは、ワインは、ぶどうだけで造られるお酒だから
です。同じ醸造法によっても原料の出来具合でまっ
たく別ものになってしまうからです。
　ぶどうの性格には、気候、土壌、品種、地形、栽
培方法の５つの因子が影響を与えます。特に気象条

期間　10月３１
日鰹土 まで

価格　８００円（
税込み通常

　　　1015円
のところ）

問い合わせ　ワイン工場　フリーダイヤル　0120-878-172

市内酒販店にてお求めください

秋の市民限定ロゼワイン好評発売中
～ふらのワインを愛飲いただいている市民のみなさんへ感謝の気持ちを～ふらのワインを愛飲いただいている市民のみなさんへ感謝の気持ちを込込めて～めて～
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市長と
  語ろう

地域懇談会を開催します

10月の地域懇談会は次の４会場
で開催します。今年は地域の話題
や課題などについて懇談するた
めに、地域ごとのテーマを設定し
ていきます。市民のみなさんの参
加をお願いします。

１０月14日鰹水 　北の峰コミュニティセンター
　　　　　　　　（北の峰町、学田三区、御料）

　　19日鰹月 　西地区コミュニティセンター
　　　　　　　　（桂木町、新富町、西町、北斗町、
　　　　　　　　（学田二区、清水山、島ノ下）

　　21日鰹水 　布部会館（五区、布部、扇山）

　　27日鰹火 　鳥沼会館（鳥沼、大沼）

　※４会場とも 午後７時から 開催します。

問合せ/企画振興課　拶３９‐２３０４

１０月は、北の峰・西地区・布部・鳥沼の各会館です

市政
アラカルト

10月OCTOBER

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

親
子
で
安
心
し
て
外
出
が
で
き
る
よ
う
、

子
育
て
支
援
マ
ッ
プ
や
家
事
育
児
情
報
を

掲
載
し
た
情
報
紙
を
作
成
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

対　

象　

市
内
に
居
住
す
る
成
人
（
子
育

て
マ
マ
と
パ
パ
を
優
先
）

内　

容　

子
育
て
支
援
マ
ッ
プ
の
作
成
及

び
更
新
、
授
乳
と
お
む
つ
交
換
の
で
き
る

施
設
リ
ス
ト
の
作
成
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ

パ
に
よ
る
家
事
育
児
情
報
の
作
成
な
ど

申
込
み　

こ
ど
も
未
来
課
に
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
（
持
参
・
郵

送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
）
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
作
業
は
無
償
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
託
児
あ
り
）

問
合
せ
／
申
込
み

こ
ど
も
未
来
課　
　

拶
３
９
‐
２
２
２
３

　
　
　

思
３
９
‐
２
２
２
２

電
子
メ
ー
ル

kodom

      

o  -  ka@
city.furano.hokkaido.j

   
                      p  

子
育
て
応
援
特
別
手
当

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
子
育
て
応
援
特
別

手
当
が
次
の
と
お
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

対　

象　

平
成　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成

１５

　

年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
す

１８べ
て
の
子

受
給
者　

世
帯
主

支
給
額　

一
人
あ
た
り　

３
６
０
０
０
円

申　

請　
　

月
上
旬
に
対
象
者
に
申
請
書

１２

送
付
し
ま
す
。

D
V
被
害
者
の
た
め
の
事
前
申
請

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
、
ど
う
し
て
も
住

ん
で
い
る
市
区
町
村
に
住
民
登
録
が
で
き

な
い
D
V
被
害
者
の
方
は
事
前
に
申
請
が

で
き
ま
す
。

申
請
期
日　
　

月　

日
鰹金
 

ま
で

１０

３０

鰹問 
こ
ど
も
未
来
課　

拶
３
９
‐
２
２
２
３

平
成
　
年
成
人
式
の
お
知
ら
せ

２２

と　

き　

１
月　

日
鰹日
 

午
後
２
時

１０

と
こ
ろ　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
者　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

※
学
生
な
ど
で
住
民
票
を
市
外
に
異
動
し

て
い
る
方
で
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
実
家

が
市
内
に
あ
り
、
帰
省
し
て
成
人
式
に
出

席
を
希
望
す
る
方
は
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
住
民
票
が
市
内
に
あ
る
方
は
、
申
し
込

み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
成
人
代
表
を
募
集
し
ま
す

　

自
分
た
ち
の
成
人
式
を
自
分
た
ち
で
演

出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
み
な
さ
ん
の
ア
イ

デ
ィ
ア
が
成
人
式
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

募
集
人
数　

新
成
人
５
、
６
人

内　

容　

式
典
前
に
３
回
程
度
会
議
を
開

き
、
成
人
式
の
内
容
を
検
討
し
ま
す
。

申
込
み　
　

月　

日
鰹金
 

ま
で

１０

３０

鰹問
 

社
会
教
育
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
８

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
助
成

の
追
加
受
付
に
つ
い
て

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
希
望
者
は
、
既

に
当
初
予
定
枠
に
達
し
ま
し
た
が
、
新
た

に　

件
分
の
予
算
を
追
加
し
た
の
で
、
住

２５
宅
耐
震
改
修
助
成
事
業
分
と
併
せ
、
追
加

受
付
を
し
ま
す
。
年
度
内
に
完
成
す
る
工

事
で
あ
っ
て
、
着
工
以
前
に
助
成
申
請
を

す
る
こ
と
で
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

助
成
申
請
に
つ
い
て
は
、
次
の
条
件
を

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

虚
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
方
が
、
現
に
居

住
し
て
い
る
自
己
所
有
の
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
す
る
場
合

許
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い

距
市
内
登
録
業
者
に
よ
る
施
工

鋸
リ
フ
ォ
ー
ム
に
係
る
工
事
費
が
1
0
0

万
円
（
税
抜
き
）
以
上

漁
耐
震
改
修
助
成
を
利
用
す
る
場
合
は
、

耐
震
改
修
計
画
の
策
定

鰹問
 

都
市
建
築
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
６
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豊嶋 トク子さん

受賞おめでとうございま受賞おめでとうございますす
北海道善行賞

豊嶋さんは昭和４３年から平成１８年まで、知的障がい者相談員
として３７年間にわたり福祉活動に積極的に尽力され、富良野
市の障がい福祉の基盤確立に大きく貢献されました。
相談内容は主に、知的障がい者の家庭における養育や生活全
般にいたる広い範囲のものであり、その真摯な姿勢と対応は
相談者に信頼と安心を与えるものでした。また、「富良野市手
をつなぐ親の会」役員としても活躍。その功績が認められ、
北海道善行賞を受賞しました。

ものづくり地域貢献賞
長田 秀治さん

開発された自走式ハーベスタは、にんじんやだいこんを抜き
取り、茎葉を出荷規格の長さで切断し、大型バッグやコンテ
ナに収納する収穫機です。シンプルな構造で耐久性が高く、
また、高精度な茎葉切断作業の自動化など、収穫作業の省力
化などに大きく貢献しており、産地の収穫体系、ひいては作
付面積の増大による農家の増収に繋がり、作付体系を大きく
変えるきっかけとなりました。この功績により、第３回もの
づくり日本大賞「ものづくり地域貢献賞」を受賞しました。

　

ぼ
く
は
８
月
４
日
か
ら
３
日
間

広
島
に
行
っ
て
原
爆
や
戦
争
の
こ

と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
平
和
記
念
公
園
で
集

合
写
真
を
撮
っ
た
後
、
広
島
の
街

を
行
進
し
ま
し
た
。
と
て
も
暑
く

て
つ
ら
か
っ
た
で
す
。

　

開
会
式
で
は
被
爆
ピ
ア
ノ
の
音

楽
を
聴
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
被

爆
し
た
方
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

ガ
ラ
ス
が
割
れ
て
体
中
に
刺
さ
っ

た
話
を
聞
き
ま
し
た
。「
は
だ
し
の

ゲ
ン
」
の
マ
ン
ガ
で
見
て
い
た
の

で
す
が
、
実
際
に
そ
の
体
験
を
さ

れ
た
方
の
話
を
聞
き
、
と
て
も
説

得
力
が
あ
り
ま
し
た
。
現
代
で
は

と
て
も
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
子
ど
も
慰
霊
祭
に
行

き
、
お
参
り
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
に
平
和
記
念
公
園
の
石
碑

被爆６４周年原水爆禁止世界大会国際会議広島大会に参加して

富良野小学校４年

野呂　一生

オサダ農機株式会社
代表取締役社長

ももうう二二度度とと戦戦争争をを起起ここししててほほししくくなないい
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巡
り
を
し
ま
し
た
。
次
に
原
爆

ド
ー
ム
前
の
ダ
イ
イ
ン
で
死
ん
だ

ふ
り
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
被

爆
電
車
に
乗
り
ま
し
た
。
電
車
の

中
で
は
被
爆
し
た
方
の
話
を
聞
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
一
番
心
に

残
っ
て
い
る
言
葉
は
「
戦
争
が
終

わ
っ
て
か
ら
ま
だ　

年
し
か
経
っ

６４

て
い
な
い
」
で
す
。
ぼ
く
に
は　
６４

年
と
い
う
の
は
と
て
も
長
い
年
月

で
す
。
で
も
そ
の
方
は
、
遠
い
昔

の
こ
と
だ
と
思
わ
な
い
で
ほ
し
い

と
い
う
気
持
ち
な
の
だ
と
思
い
ま

from

し
た
。「
メ
ッ
セ
ー
ジ    

ヒ
ロ

シ
マ
」
で
は
花
び
ら
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
書
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
２

日
間
で
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
き
、

も
う
二
度
と
戦
争
を
起
こ
し
て
ほ

し
く
な
い
、
た
く
さ
ん
の
人
が
死

ぬ
の
は
嫌
だ
と
思
っ
た
の
で
「
核

兵
器
廃
絶
、
二
度
と
戦
争
を
起
こ

す
な
、
原
爆
を
許
さ
な
い
」
と
書

き
ま
し
た
。
夕
方
に
は
灯
ろ
う
作

り
に
参
加
し
ま
し
た
。
英
語
で

PE
A
C
E

「 
 
 
 
 

」
と
書
き
ま
し
た
。

　

３
日
目
の
８
月
６
日
は
記
念
式

典
を
見
て
閉
会
式
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
３
日
間
で
ぼ
く
は
た
く
さ

ん
の
話
を
聞
き
、
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
原
爆
や

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
が
世
界
中
に
伝
わ
っ
て

平
和
な
世
界
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

行政相談委員
　

行
政
相
談
委
員
は
、
み
な
さ
ん

の
相
談
相
手
と
し
て
、
国
や
道
な

ど
の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
の
相
談

を
受
け
付
け
、
助
言
や
関
係
行
政

機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
、
登
記
、
税
金
、

年
金
、
道
路
河
川
、
保
険
、
郵
便
、

交
通
安
全
、
建
築
確
認
、
行
政
機

関
の
窓
口
対
応
な
ど
、
行
政
に
対

す
る
意
見
・
要
望
で
す
。
相
談
は
、

一
切
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

富
良
野
市
の
行
政
相
談
委
員
は
、

今
ま
で
山
下
正
秋
さ
ん
一
人
だ
け

で
し
た
が
、
９
月
１
日
よ
り
大
佐

古
祐
子
さ
ん
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
は
２
人
体
制
で
行

政
相
談
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

秋
の
行
政
相
談
週
間

　
　

月　

日
鰹月
 

〜　

日
鰹日
 

は
秋
の

１０

１９

２５

ご存知ですか

国などの仕事のことで困ったときは、ご相談ください

行政相談委員は
総務大臣が民間有識者に

委嘱しています

平成１６年１２月１日に富良野市
民生児童委員に地域推薦され、
主任児童委員として児童福祉
の助長に努めています。また、
「現征流空手」の指導や「山部
いきいきサロン」の事務局など
も担い、地域福祉の推進に活躍
されています。

大佐古 祐子さん （山部町） 行
政
相
談
週
間
で
す
。
国
や
道
な

ど
の
行
う
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情

や
要
望
な
ど
、
お
気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。

　

期
間
中
は
、
定
例
行
政
相
談
の

ほ
か
に
次
の
と
お
り
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

１
日
行
政
相
談

と　

き　
　

月　

日
鰹月
 

１０

１９

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

特
設
行
政
・
人
権
心
配
ご
と
相
談

と　

き　
　

月　

日
鰹水
 

１０

２１

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

女
性
セ
ン
タ
ー

特
設
行
政
・
人
権
心
配
ご
と
相
談

と　

き　
　

月　

日
鰹金
 

１０

２３

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

山
部
福
祉
セ
ン
タ
ー

※　

日
、　

日
は
人
権
擁
護
委
員

２１

２３

と
合
同
で
人
権
心
配
ご
と
相
談
も

合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

鰹問
 

山
下
さ
ん
拶
２
２
‐
１
６
６
２

富良野市の行政相談委員が２人体制になりました

行政相談委員
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地元の特産品を堪能！地域特産品フェア

とぶき大学合同運動会が９月９
日にスポーツセンターで行われ

ました。木板で作った苗床に箸の苗を差
してリレーするユニークな種目「田植え
競争」や、今年から加わった頭脳勝負の
種目「○×クイズ」などで点数を競い、
昼休みには恒例のフォークダンスで楽
しみました。最終種目の「玉入れ」では、
気迫あふれるジャンプも見られ、大いに
盛り上がりました。

白熱！ことぶき大学合同運動会

元の特産品を知ってもらおうと、
NPO法人富良野物産協会が主催

する「富良野地域特産品フェア」が９月
６日、富良野物産センターで行われ、家
族連れなど約２５００人が訪れました。会場
には飲食物や工芸品など３０のブースが
設置され、今年初めて実施した「わけあ
り商品大売出し」には、規格外の野菜な
どが格安で提供されました。収益の一部
は市内地域活動団体に寄付されます。

地

こ

　

大
雨
に
よ
る
空
知
川
の
氾
濫
と

土
砂
災
害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練

が
９
月
３
日
に
行
わ
れ
、
市
民
、

自
衛
隊
上
富
良
野
駐
屯
地
、
富
良

野
警
察
署
、
富
良
野
消
防
署
、
市

役
所
な
ど
約
３
７
０
人
が
参
加
し

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
規
模
訓
練
と
し
て
５
回
目
を

迎
え
た
今
年
は
、
朝
日
町
、
桂
木

町
、
北
斗
町
、
新
富
町
、
西
町
、

北
の
峰
第
３
町
内
会
が
参
加
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
北
の
峰
地
区
を

流
れ
る
北
二
線
川
で
土
石
流
が
発

生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
避
難
勧

告
を
発
令
。
負
傷
し
た
周
辺
住
民

を
救
急
車
で
臨
時
へ
リ
ポ
ー
ト
ま

で
搬
送
し
、
そ
の
後
、
自
衛
隊
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
富
良
野
地
域
人

材
開
発
セ
ン
タ
ー
ま
で
搬
送
し
ま

平
成

年
度

平
成
　
年
度
 富
良
野
市
防
災
訓

富
良
野
市
防
災
訓
練練

２１２１

市
民
・
自
衛
隊
・
消
防
・
警
察
な
ど
約
３
７
０
人
が
参
加

し
た
。
ま
た
、
ほ
か
の
地
区
で
は

空
知
川
の
水
位
が
氾
濫
危
険
水
位

を
超
え
る
こ
と
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
が
行
わ
れ
、
広
報
車
が
市
内

を
巡
回
し
、
周
辺
住
民
に
避
難
を

呼
び
か
け
る
な
か
、
自
衛
隊
車
両

で
臨
時
避
難
場
所
の
富
良
野
地
域

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
ま
で
避
難
し

ま
し
た
。

　

避
難
後
は
、
同
セ
ン
タ
ー
で
消

防
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
命

講
習
や
平
成
３
年
に
発
生
し
た
長

崎
県
雲
仙
岳
の
噴
火
に
よ
る
被
災

者
救
助
の
ビ
デ
オ
上
映
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
地
域
の
方
と
自
衛

隊
が
協
力
し
た
炊
き
出
し
訓
練
も

行
わ
れ
、
参
加
者
に
カ
レ
ー
が
提

供
さ
れ
ま
し
た
。
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占冠村
心の癒しに、しむかっぷの

山はいかがですか

　占冠村の衣替えの季節です。
山々の深い緑が黄色や赤に変化し
始めています。人の手では造るこ
とのできない景観美。眼に焼き付
けるもよし。カメラに収めるもよ
し。心と身体の癒しに、ぜひ足を
お運びください。

鰹問 占冠村観光協会 拶３９‐８０１０

中富良野町

富良野沿線親子
スーパードッジボール大会

　スポーツをとおして親子の交流
を図りませんか？闘志あるチーム
を大募集！！
と　き　１１月２３日（祝日）
ところ　総合スポーツセンター

部　門　小学生の部・中学生の部ほか

鰹問 公民館 　拶４４‐2204

南富良野町

十梨別渓谷の紅葉を見に来ませんか

　ナナカマドが赤く色づき、緑と
のコントラストが美しい十梨別渓
谷で大自然を満喫してみませんか。
渓谷を横断する橋の上からの眺め
がおすすめの絶景ポイント！さわ
やかな秋のドライブにぜひお立ち
寄りください。（国道２３７号線金山
市街に案内看板有）

鰹問 産業課 拶52‐2178

上富良野町
温泉で癒されてみませんか

「吹上露天の湯」

　十勝岳温泉郷にある「吹上露天
の湯」で疲れを癒しませんか。一
面の雪景色を堪能しながらの露天
風呂は最高です。ぜひ家族で十勝
岳の大自然と温泉をご堪能くださ
い。
　また、雪が降ることも考えられ
ますので、運転には十分気をつけ
てお越しください。

鰹問 産業振興課 拶４５‐６９８３

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

長寿と健康を祝って。市内各地で敬老会

どうと農産物の収穫に感謝する「ふ
らのワインぶどう祭り」が９月２０日、

富良野駅横北公園で行われ、８０００人を超え
る市民や観光客で賑わいました。会場では、
ワインやぶどう果汁を利用した祭り限定の
創作料理や直径２ｍの鍋で作るチーズフォ
ンデュなどを販売。どのブースも長蛇の列
を作っていました。また、こぼしちゃダメ
よ☆ウェイトレースやぶどう踏みの実演会
なども行われ、会場を盛り上げていました。

「まちなか」に移って過去最高の８０００人が来場

月２１日の「敬老の日」に合わせて、市
内各地で敬老会が行われました。春日

東町連合会では、招待された220人のうち７８
人が出席し、長寿と健康を喜び合いました。
式では、社会福祉協議会より数え７６歳の方
に記念品が贈呈され、芳柳流のみなさんに
よる舞踊や参加者のカラオケが行われまし
た。参加最高齢の丸藤巳興治さん（９２歳）
は「毎日ゲートボールを楽しんでいるのが
健康の秘訣」と話してくれました。

９

ぶ

「もったいない
　　　カルタ」

「マイボトル出かけ
た先でも富良野の
水よ」など、もった
いないをテーマに
５２枚を作製。１０月１８
日の消費生活展で
は、参加した子ども
たちを対象に実際
にカルタを行う予
定です。

富良野消費者協会

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんの応募をお待ちしています。

応募、問い合わせは･･･企画振興課　拶３９‐２３０４
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Ａ

 譲
り
ま
す
 

捌
電
気
治
療
器
捌
ミ
ニ
コ
ン
ポ
捌
食
器
棚
捌

テ
レ
ビ
台
捌
こ
た
つ
捌
ワ
ー
プ
ロ
（
プ
リ
ン

タ
ー
付
）
捌
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
捌
自
転
車
（　

・
１４

　

イ
ン
チ
）
捌
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド

２０ 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
ヤ
マ
ハ
電
子
ピ
ア
ノ
捌
電
子
キ
ー
ボ
ー
ド

捌
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
捌
ピ
ッ
コ
ロ
捌
携
帯
電
話

機
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
フ
ォ
ー
マ
）
捌
ワ
ー
プ

ロ
（
オ
ア
シ
ス
）
捌
ホ
ッ
ト
カ
ー
ラ
ー
捌
テ

レ
ビ
捌
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
コ
ン
ロ
捌
婦
人
用
自
転
車

消費者相談 Ｑ＆Ａ

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと山部支所、東山支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

灯油タンクの点検詐欺では？（80代 男性）

消費者相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
 　月～金  午前１０時～午後４時
※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

　　　ある日突然、若い男２人が「灯油タンクを点検

　　　しませんか」と訪問してきた。点検を頼んだら

汚れているので洗浄したという。その後、勝手に家の

中に入って来て、石油ストーブも点検し修理をしたと、

両方の料金を請求された。しかたなく請求された料金

を支払ったが納得いかない。どうすれば良いのか？

　　　相談者には、販売方法に問題があることを説明
　　　しました。また、灯油タンクの洗浄・石油ストー
ブの修理が必要だったかどうかも不明です。訪問販売
なので、クーリング・オフが可能であることを説明し、
家族と相談して、８日以内にハガキで解約手続きをと
るように助言しました。クーリング・オフとは、契約
の申し込みや契約の締結をした後でも、頭を冷やして
良く考える時間を作るためのものです。不意打ち的に
販売員が訪問し言葉巧みに契約しても、一定の条件が
備わっていれば、契約の申し込みや締結を無条件で解
除することができます。ただし、自らお店に行き灯油
タンクの洗浄や石油ストーブの修理を頼んだ場合には
クーリング・オフはできません。
　クーリング・オフは消費者からの一方的な契約解除
を認めている代わりに、さまざまな条件が定められて
います。どうすれば良いのか、何か変だな、と思った
ときは消費生活センターへ相談ください。

分別に迷ったら、市民環境課(緯３９‐２３０８)へ

ごみＱ＆Ａ寄付  ありがとうございます

生涯学習センターへ

尾崎　弘樹さん

針箱、行火（あんか）、飯櫃（めし
びつ）、鼠採器、靴型（スキーブー
ツ用）　　　　　　　　　　各1点

ホタテの貝殻は、生ごみで出してください。生ごみ指定袋に
貝殻をそのまま入れると、突起部分で袋が裂ける恐れがあり
ますので、新聞紙などで包んで入れてください。

Ｑ

Ａ中身が残ってしまったライターは、ライターだけを透明な袋
に入れて空き缶・金属類の収集日にごみステーションに出し
てください。

使い切れずに中身が残ってしまった使い捨てライターは、ど
のように捨てたら良いのですか？

Ｑ

A

Ｑホタテの貝殻が大量に出たのですが何ごみに出せば良いのですか？
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・
メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

　

年
齢
が
進
む
に
つ
れ
て
少
し
ず

つ
難
聴
が
進
行
し
、
そ
ろ
そ
ろ
補

聴
器
を
使
っ
て
み
よ
う
か
な
ぁ
と

考
え
て
い
ま
せ
ん
か
？
難
聴
の
な

か
に
も
治
療
を
し
て
改
善
す
る
病

気
も
あ
り
ま
す
が
、
加
齢
に
伴
う

聞
こ
え
の
神
経
の
障
害
（
感
音
難

聴
）
は
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

そ
の
場
合
に
は
補
聴
器
の
お
世
話

に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
た
だ
補

聴
器
は
高
価
で
す
し
、
自
分
で
考

え
て
い
た
と
お
り
に
聞
こ
え
な
い

と
不
満
を
感
じ
ら
れ
る
方
も
多
い

よ
う
で
す
。
今
後
、
補
聴
器
の
装

用
を
考
え
て
い
る
方
に
、
注
意
点

な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
ず
補
聴
器
が
必
要
か
ど
う
か

よ
く
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
自

分
で
は
聞
こ
え
が
悪
い
と
思
わ
な

い
が
家
の
人
に
勧
め
ら
れ
て
来
て

み
た
、
と
い
う
方
が
い
ま
す
。
加

齢
に
伴
う
難
聴
は
徐
々
に
進
行
す

る
た
め
本
人
は
気
づ
き
に
く
く
、

ま
た
回
り
の
方
は
聞
こ
え
が
悪
い

の
が
分
か
る
た
め
大
き
い
声
で
話

す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

補
聴
器
が
必
要
な
程
度
の
難
聴
が

あ
っ
て
も
、
本
人
に
装
用
の
意
欲

が
な
い
場
合
に
は
使
っ
て
み
て
も

良
い
結
果
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が

し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
や
は
り
自

分
自
身
が
会
話
な
ど
に
不
便
を
感

じ
て
き
た
と
き
が
必
要
な
と
き
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

補
聴
器
を
使
っ
て
み
よ
う
と

思
っ
た
ら
、
一
度
耳
鼻
咽
喉
科
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
治
療
に
よ

り
難
聴
が
改
善
す
る
場
合
や
中
耳

炎
な
ど
に
よ
る
耳
漏
が
あ
る
場
合

は
、
そ
れ
ら
の
治
療
が
優
先
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
聴
力
検
査
を
し
て

補
聴
器
が
必
要
か
ど
う
か
、
ど
の

程
度
の
出
力
の
補
聴
器
を
す
れ
ば

よ
い
か
を
決
め
ま
す
。
ど
う
し
て

も
耳
鼻
咽
喉
科
に
来
院
さ
れ
る
の

が
無
理
で
し
た
ら
、
認
定
補
聴
器

技
能
者
の
い
る
販
売
店
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

　

ど
ち
ら
の
耳
に
入
れ
る
か
で
す

が
、
聴
力
に
あ
ま
り
左
右
差
の
な

い
場
合
は
聞
こ
え
の
良
い
ほ
う
に

装
用
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。
よ

い
方
の
耳
の
難
聴
が
正
常
〜
軽
度

の
場
合
に
、
悪
い
方
の
耳
に
装
用

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
実
際

に
は
良
い
方
の
耳
で
聞
き
取
っ
て

し
ま
う
た
め
に
期
待
ど
お
り
の
効

果
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
両
耳
と
も
難
聴
の
場
合
、

両
耳
装
用
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
経
済
面
か
ら
も
、
ま
ず
、

片
側
に
装
用
し
て
み
て
そ
の
効
果

を
見
た
う
え
で
両
耳
装
用
に
つ
い

て
検
討
し
た
方
が
良
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

元気な妹が生まれました！

松松原原凪冴 凪冴 さんさん(６歳(６歳））・・
なぎさ

天花 天花 さんさん(４カ月(４カ月））
てんか

　　・・夏凜 夏凜 さんさん(８歳(８歳））
かりん

凜太朗 凜太朗 さんさん(４歳）(４歳） 北大沼　北大沼　
りんたろう

「寝返りができるように
　　　　　　　なったよ♪」

諏訪太輝諏訪 太輝 さんさん(３カ月）(３カ月）　北斗町北斗町
たいき

左から

富良野医師会　理事　林　浩　 ●補聴器の話①
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く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

ク
リ
ー
ン
ふ
ら
の
　
　
　

秋
の
地
域
環
境
美
化
運
動

実
施
日　
　

月　

日
鰹日
 

〜　

日
鰹日
 

１０

１１

１８

対
　
象　

地
域
の
道
路
や
公
園
な

ど
の
落
ち
葉
や
散
乱
ご
み
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

申
込
み　

実
施
計
画
書
を
市
民
環

境
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

排
出
方
法　

ご
み
袋
を
提
供
し
ま

す
。
ご
み
に
つ
い
て
は
、
市
の
分

別
基
準
に
従
い
、
指
定
さ
れ
た
袋

を
使
っ
て
、
町
内
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
通
常
ど
お
り
排
出
し
て

く
だ
さ
い
。

鰹問
 

市
民
環
境
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・

労
働
基
準
法
の
一
部
改
正

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
労
働

２２

基
準
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

主
な
改
正
内
容
は
、
１
カ
月　

時
６０

間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
の
割
増

賃
金
率
の
５
割
増
し
以
上
へ
の
引

き
上
げ
（
中
小
企
業
に
対
す
る
猶

予
あ
り
）、年
次
有
給
休
暇
の
時
間

単
位
で
の
取
得
が
可
能
に
な
る
こ

と
な
ど
で
す
。

鰹問
 

旭
川
労
働
基
準
監
督
署

拶
０
１
６
６
‐
３
５
‐
５
９
０
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・

全
国
地
域
安
全
運
動

　
　

月　

日
鰹日
 

は
「
安
全
・
安
心

１０

１１

な
ま
ち
づ
く
り
の
日
」
で
す
。　
１０

月　

日
鰹日
 

か
ら　

日
鰹火
 

ま
で
の
期

１１

２０

間
、
警
察
、
防
犯
協
会
、
自
治
体

な
ど
が
連
携
し
て
、
子
ど
も
と
女

性
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
の
取
り

組
み
や
、
住
宅
の
進
入
犯
罪
な
ど

を
未
然
に
防
ぐ
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
振
り
込
め

詐
欺
被
害
防
止
の
防
犯
講
話
な
ど

の
活
動
も
行
い
ま
す
。

鰹問
 

富
良
野
警
察
署

拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・

秋
の
火
災
予
防
運
動

全
国
統
一
標
語

〈
消
え
る
ま
で　

ゆ
っ
く
り
火
の

元
に
ら
め
っ
子
〉

期
　
間　
　

月　

日
鰹木
 

〜　

日
鰹土
 

１０

１５

３１

　

平
成　

年
中
の
全
道
で
発
生
し

２０

た
火
災
は
2
5
5
3
件
で
、
1
0

5
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
3
2

劉連仁物語
　～当別の山中から～

 文・しみずみきお
　　／絵・おおさわつとむ

劉連仁さんはどうして、
13年間も山中をさまよっ
たのでしょうか。どうし
て、中国から北海道へ連
れてこられたのでしょう
か。1958年、当別の山中
から奇跡の生還をとげた
劉連仁の物語。

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

　毎週月曜日、３０日鰹金 １０月の休館日

２階展示ホール　

　１０月２０日鰹火 ～２５日鰹日 　
　 MAY倶楽部・倶楽部きると・パッチワーク教室合同展
２階多目的ホール　

　１０月１０日鰹土 午前１０時３０分　おはなし会
１階おはなしコーナー　
　毎週水曜日午後３時　どんぐりおはなし会

開館時間　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時～午後５時

●児童書（新着）
井上　洋介どっからたべよう

いせ　ひでこ大きな木のような人

●一般書（新着）
折原　一逃亡者

吉村　昭七十五度目の長崎行き

石田　衣良トロワ

3
人
が
負
傷
し
ま
し
た
。
富
良
野

市
で
も
７
件
の
火
災
が
発
生
し
２

人
が
負
傷
し
て
お
り
、
今
年
は
既

に　

件
の
火
災
が
発
生
し
、
５
人

１７
が
負
傷
し
て
い
ま
す
（
平
成　

年
２１

９
月
５
日
現
在
）。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
暖
房
機
器

な
ど
の
使
用
に
よ
り
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま
す
。

暖
房
機
器
な
ど
を
使
用
す
る
前
に

は
点
検
と
整
備
を
し
、
置
き
場
所

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
１
人
ひ
と

り
が
火
の
元
に
注
意
を
払
う
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
普
段
か
ら

家
族
や
地
域
で
火
の
取
り
扱
い
や

避
難
方
法
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
地
域
ぐ
る
み
で
防
火
の
輪
を

広
げ
、
悲
惨
な
焼
死
や
重
要
な
財

産
の
損
失
を
も
た
ら
す
火
災
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。
市
民
１
人
ひ
と
り

図書館だより図書館だより

今月の注目の今月の注目の本本

図書館へ行ってみよう図書館へ行ってみよう！！

図図書書館館ままつつりり

期期間間１１００月月66日日鰹鰹火火 ～～1111月月11日日鰹鰹日日 
会場 市立富良野図書会場 市立富良野図書館館　

絵本の読み聞かせや大人の古本市など多彩な催しの

ほか、図書館利用サークルによる合同作品展など、小

さなお子さんから、大人まで楽しめるイベントとなっ

ています。

主な内容 
 ●図書館利用サークル合同作品展　１０月６日～１８日 
 ●痛快！歴史小説との遭遇　１０月６日～１５日
 ●えいごのおはなし会　１０月２４日
 ●大人の古本市　１０月１８日
 ●あべ弘士動物原画＆絵本としかけ絵本・布絵本展
　１０月２０日～１１月１日
 ●よみきかせどんぐり　１０月７・１４・２１・２８日
 ●おはなし会　１０月１０日
 ●土曜映画会　１０月２４日
 ●ハロウィンスペシャル　１０月３１日

 ※イベントの時間などは図書館に問い合わせください

問合せ　市立富良野図書館　拶拶22‐300522‐3005
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広告①広告②

が
災
害
に
対
す
る
危
機
管
理
意
識

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

●
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る

●
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

　

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

４
つ
の
対
策

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

　

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

●
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

　

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用

　

す
る

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

　

設
置
す
る

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

　

協
力
体
制
を
つ
く
る

鰹問
 

富
良
野
消
防
署

拶
２
３
‐
５
１
１
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
と

支
払
い
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成　

年　

月
１
日
以
降
に
出

２１

１０

産
さ
れ
る
方
か
ら
、
出
産
育
児
一

時
金
の
支
給
額
と
支
払
い
方
法
が

変
わ
り
ま
す
。

支
給
額　

４
万
円
引
き
上
げ
、
原

則　

万
円
と
な
り
ま
す
。

４２
※
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加
入
す

る
病
院
な
ど
で
出
産
し
た
場
合
に

限
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
場
合
は

　

万
円
と
な
り
ま
す
。

３９直
接
支
払
制
度　

　

か
か
っ
た
出
産
費
用
に
出
産
育

児
一
時
金
を
充
て
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
原
則
と
し
て
医
療
保
険

者
か
ら
出
産
育
児
一
時
金
が
病
院

な
ど
に
直
接
支
払
わ
れ
る
仕
組
み

に
変
わ
り
ま
す
。

　

今
後
は
原
則　

万
円
の
範
囲
内

４２

で
、
ま
と
ま
っ
た
出
産
費
用
を
事

前
に
用
意
し
な
く
て
も
よ
く
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

そ
れ
ぞ
れ
加
入
の
医
療
保
険
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

犬
の
飼
い
方
つ
い
て
　
　

　
　
あ
な
た
は
大
丈
夫
？

　

富
良
野
市
の
登
録
犬
は
約
千
頭
。

そ
の
内
、
狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
、

　

％
程
度
（
平
成　

年
度
）
に
と

７９

２０

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
登
録
・
狂
犬

病
予
防
注
射
は
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

犬
の
放
し
飼
い
な
ど
に
よ
る
苦

情
は
昨
年　

件
あ
り
ま
し
た
。
登

１１

録
を
し
て
い
な
い
た
め
に
、
飼
い

主
が
見
つ
か
ら
ず
、
保
健
所
へ
の

引
き
取
り
ケ
ー
ス
も
出
て
い
ま
す
。

な
か
に
は
大
切
な
作
物
を
荒
ら
す

よ
う
な
事
例

も
あ
り
ま
す

の
で
、
飼
い
方

に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き

は
、
リ
ー
ド
を
は
ず
す
・
他
人
の

家
の
前
で
糞
尿
を
さ
せ
る
な
ど
、

人
に
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な
行
為

は
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

鰹問
 

市
民
環
境
課

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
０
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

の
助
成
額
の
拡
大
に
つ
い
て

　

特
定
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る

方
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
助
成
限
度
額
を　

万
円
か

１０

ら　

万
円
に
拡
大
し
ま
す
。

１５

　

平
成　

年
度
に
特
定
不
妊
治
療

２１

費
助
成
事
業
の
申
請
を
既
に
行
っ

た
方
で
、　

万
円
以
上
の
特
定
不

１０

妊
治
療
費
が
か
か
っ
た
方
に
つ
い

て
も
、
追
加
申
請
を
す
る
こ
と
で
、

平
成　

年
４
月
１
日
に
さ
か
の

２１

ぼ
っ
て
、　

万
円
を
超
え
た
額
の

１０

助
成
（
最
大
５
万
円
）
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
助
成
の
拡
大
に
つ
い
て
は
平
成

　

年
度
限
り
の
措
置
で
す
。

２１鰹問
 

富
良
野
保
健
所
健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
拶
２
３
‐
３
１
６
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

有
料
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
　

営
業
予
定

　

今
年
の
営
業
予
定
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
た
だ
し
、
天
候
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

金
満
緑
地
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

拶
２
２
‐
１
１
５
２

　
　
　
　
　
　
　

月
８
日
鰹日
 

ま
で

１１

山
部
自
然
公
園
太
陽
の
里
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場　

拶
４
２
‐
３
０
０
３

　
　
　
　
　
　
　

月　

日
鰹日
 

ま
で

１０

２５

※
９
月　

日
、　

月
６
日
、　

日
、

２９

１０

１３

　

日
は
本
来
定
休
日
で
す
が
、
営

２０業
し
ま
す
。

※
早
朝
・
た
そ
が
れ
の
プ
レ
ー
は

芝
の
維
持
の
た
め
、
９
月
末
で
終

了
し
ま
す
。

東
山
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

拶
２
７
‐
２
７
２
７

　
　
　
　
　
　
　

月
３
日
鰹火
 

ま
で

１１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

融
雪
施
設
設
置
の
資
金
を

補
助
し
ま
す

対
象
と
な
る
融
雪
施
設

　

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
融
雪

槽
（
地
下
水
利
用
式
も
可
）、
融
雪

機（
移
動
式
、地
下
水
利
用
式
も
可
）

補
助
額　

設
置
費
用
の
５
分
の
１

（
限
度
額　

万
円
で
千
円
未
満
切
捨
て
）

１０

平
成　

年
度
予
算

２１

　
　
　
　

１
０
０
万
円（
先
着
順
）

受　

付　
　

月　

日
鰹月
 

ま
で

１１

３０

鰹問 
都
市
施
設
課拶

３
９
‐
２
３
１
３

募

集

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

採
用
試
験

受
験
資
格　

　
　

中
卒
（
見
込
含
）　

歳
未
満

１７
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開
演
午
後
１
時　

分
３０

虚
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
小
学
校

許
十
七
人
の
サ
ク
ラ
イ　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
創
作
劇

鰹問
 

富
良
野
演
劇
工
場

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
０
３
３
３

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

映
画
「
地
球
交
響
曲
第
６
番
」

ガ
イ
ア
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
　

　

奈
良
裕
之
さ
ん
（
出
演
者
）
に

よ
る
生
演
奏
も
あ
り
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
鰹土
 

１１

１４

１
回
目　

開
演
午
後
１
時　

分
３０

２
回
目　

開
演
午
後
６
時

と
こ
ろ　

富
良
野
演
劇
工
場

入
場
料　

大
人
前
売
り
券
１
８
０

０
円（
当
日
券
２
０
０
０
円
）、小
・

中
・
高
校
生
１
０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
取
扱

　

演
劇
工
場
、
文
化
会
館
、
し
の

は
ら
洋
装
店
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
宙
に
感
謝（
ふ
ら
っ
と
１
階
）

鰹問
 

宙
に
感
謝
（
小
池
さ
ん
）

拶
２
２
‐
３
７
２
２

鰹問
 

日
下
さ
ん

拶
０
８
０
‐
５
３
６
７
‐
７
０
０
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

口
腔
衛
生
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
　

ふ
ら
の
い
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

口
腔
衛
生
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と　

き　
　

月　

日
鰹土
 

１０

１７

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

文
化
会
館
２
階

内　

容　

歯
科
検
診
、
歯
科
ド
ッ

ク
（
口
臭
測
定
、
だ
液
検
査
、
咬

合
力
測
定
）、
幼
児
・
小
学
生
の
手

形
模
型
作
成

※
す
べ
て
無
料
で
す
。

鰹問
 

歯
科
医
師
会
（
園
田
歯
科
）

　
　
　
　
　
拶
４
５
‐
２
５
５
９

ふ
ら
の
い
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

対　

象　

平
成　

年
４
月
２
日
〜

１５

平
成　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

１７

で
、
現
在
虫
歯
の
な
い
方

申
込
み　
　

月
９
日
鰹金
 

ま
で
に
電

１０

話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
お
子
さ
ん
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

生
年
月
日
、
年
齢
、
保
護
者
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
が
必
要
で
す
。

申
込
み
／
問
合
せ

富
良
野
保
健
所
健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
拶
２
３
‐
３
１
６
１

　
　
　
　
　

思
２
３
‐
３
１
６
３

講
座
・
講
習

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

市
民
糖
尿
病
講
演
会
　
　
　
　

　
　「
こ
わ
い
ぞ
糖
尿
病
」

と　

き　
　

月　

日
鰹土
 

１１

１４

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

文
化
会
館
大
会
議
室

入
場
料　

無
料

講　

演

糖
尿
病
食
で
お
腹
の
脂
肪
を
減
ら

し
ま
せ
ん
か

〜
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
も

今
日
か
ら
で
き
る
食
事
の
話
〜

講　

師　

ふ
ら
の
西
病
院
栄
養
科

管
理
栄
養
士
、
糖
尿
病
療
養
指
導

士　
　
　
　
　

小
柳　

祥
子
さ
ん

あ
な
た
の
知
ら
な
い
糖
尿
病
の
症
状

講　

師　

　
　

ふ
ら
の
西
病
院
院
長

　
　
　
　
　
　

松
田　

英
郎
さ
ん

※
健
康
相
談
、
血
圧
測
定
、
血
糖

測
定
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

鰹問
 

富
良
野
医
師
会

拶
２
２
‐
２
７
６
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

赤
十
字
救
急
法
の
講
習

●
基
礎
講
習

　
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
用
法
、

気
道
の
異
物
除
去
な
ど
、
緊
急
時

に
必
要
な
知
識
と
技
術
を
学
び
ま

す
。

このページは広告料収入で作成しています

受
付
期
間　
　

月
１
日
鰹日
 

〜
平
成

１１

　

年
１
月
８
日
鰹金
 

２２試
験
日　

　

１
次　

平
成　

年
１
月　

日
鰹土
 

２２

２３

　

２
次　

平
成　

年
２
月
６
日
鰹土
 

２２

〜
２
月
９
日
鰹火
 

の
う
ち
１
日

試
験
科
目　

国
語
、
社
会
、
数
学
、

理
科
、
英
語
の
択
一
試
験
（
マ
ー

ク
シ
ー
ト
方
式
）
と
作
文
で
中
学

卒
業
程
度
の
問
題
で
す
。

鰹問
 

総
務
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
０

　

上
富
良
野
地
域
事
務
所

拶
４
５
‐
３
４
１
２

　
催

し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

山
川
草
木
を
育
て
る
集
い
　

「
秋
の
河
畔
林
を
楽
し
も
う
」

　

ア
キ
グ
ミ
の
小
路
で
生
育
状
況

を
観
察
し
な
が
ら
、
赤
く
熟
し
た

実
に
ふ
れ
、
秋
の
河
畔
林
を
楽
し

み
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
鰹土
 

１０

１７

　
　
　
　

午
前
９
時
〜　

時
１１

と
こ
ろ　

新
空
知
橋
そ
ば
の
河
川

敷
（
市
街
地
側
）

服　

装　

当
日
の
天
候
や
野
外
活

動
に
適
し
た
も
の

持
ち
物　

帽
子
、
軍
手
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
な
ど

参
加
料　

無
料

※
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
小
雨
決
行
。

鰹問
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

拶
４
２
‐
２
４
０
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

五
市
少
年
少
女
合
唱
団
　

交
流
演
奏
会

　

子
ど
も
た
ち
の
楽
し
い
歌
声
を

聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　
　

月　

日
鰹土
 
　

１０

２４

　
　
　
　

開
演
午
後
２
時

と
こ
ろ　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料　

参
加
団
体　

旭
川
市
な
な
か
ま
ど

少
年
少
女
合
唱
団
、
し
べ
つ
少
年

少
女
合
唱
団
、
名
寄
ピ
ア
シ
リ
少

年
少
女
合
唱
団
、
ふ
ら
の
少
年
少

女
合
唱
団

鰹問
 

武
田
敏
子
さ
ん

　
　
　
　
　
拶
２
３
‐
２
７
５
５

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

第
７
回
ふ
ら
の
演
劇
祭

　

小
中
学
生
、
市
民
に
よ
る
演
劇

発
表
を
富
良
野
演
劇
工
場
で
行
い

ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
見

に
来
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　
　

月　

日
鰹土
 
　

１０

１０

　
　
　
　

開
演
午
後
１
時　

分
３０

虚
仮
面　

麓
郷
中
学
校

許
う
た
の
ち
か
ら　
　
　
　
　
　

　

中
富
良
野
中
学
校

と　

き　
　

月　

日
鰹日
 
　

１０

１１

　
　
　
　

開
演
午
後
１
時　

分
３０

虚
m
e
m
o
r
i
e
s
〜
最
高
の

仲
間
た
ち
〜　

樹
海
中
学
校

許
ゆ
う
た
っ
ち
ょ
の
中
学
生
絵
日

記　

布
礼
別
中
学
校

と　

き　
　

月　

日
鰹月
 
　

１０

１２
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と　

き
　　

月　

日
鰹土
 

１０

１７

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

満　

歳
以
上
の
方

１５

定　

員　

先
着　

人
２０

教
材
費　

１
５
０
０
円

申
込
み　
　

月
８
日
鰹木
 

ま
で

１０

●
救
急
員
養
成
講
習

　
思
い
が
け
な
い
事
故
や
病
気
か

ら
自
分
を
守
り
、
急
病
人
や
け
が

人
を
正
し
く
救
助
し
て
、
医
師
や

救
急
隊
員
に
引
き
継
ぐ
ま
で
の
応

急
手
当
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の

知
識
と
技
術
を
学
び
ま
す
。

と　

き
　　

月　

日
鰹日
 

１０

１８

広告③広告④

様
化
す
る
子
ど
も
の
問
題
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
鰹土
 

１０

１７

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
４
時　

分
１５

と
こ
ろ　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
い

ち
い
集
会
室

講　

演　

　
　
　

子
ど
も
問
題
の
最
新
動
向

講　

師　

　

旭
川
大
学
保
健
福
祉
学
部
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
学
科

　
　
　

助
教　

栗
田　

克
実
さ
ん

参
加
料　

無
料

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

老
人
保
健
施
設
ふ
ら
の

拶
２
３
‐
３
９
３
３

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　

月　

日
鰹日
 

１０

２５

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
２
日
間
全
て
の
講
習
を
受
講
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

　
　
　

赤
十
字
基
礎
講
習
修
了
者

定　

員　

先
着　

人
２０

教
材
費　

１
５
０
０
円

申
込
み　
　

月
８
日
鰹木
 

ま
で

１０

●
救
急
員
資
格
継
続
研
修

　
救
急
員
の
資
格
を
継
続
す
る
た

め
に
学
科
・
実
技
を
学
び
ま
す
。

と　

き
　　

月　

日
鰹日
 

１０

１８

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

平
成　

年
度
の
赤
十
字

１９

救
急
法
の
講
習
で
救
急
員
の
認
定

証
を
取
得
し
て
い
る
方

教
材
費　

１
１
５
０
円

申
込
み　
　

月
８
日
鰹木
 

ま
で

１０

赤
十
字
救
急
法
の
各
講
習
の

申
込
み
・
問
合
せ
は

　

福
祉
課　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー
　
　

「
子
ど
も
問
題
の
最
新
動
向
」

　

子
ど
も
の
不
登
校
や
発
達
障
が

い
、
虐
待
や
親
の
問
題
な
ど
、
多

年年金金だだよよりり

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が送付されます
　国民年金保険料の社会保険料控除を受けるには、社会保険
料（国民年金保険料）控除証明書の添付が義務付けられてい
ます。平成２１年中に国民年金保険料を納付された方には、控
除証明書が１１月上旬または翌年２月上旬に送付されます。
　年末調整や確定申告の際には、控除証明書や領収書が必要
となりますので、大切に保管してください。
○１１月に送付される方……平成２１年１月１日から１０月１日
　までの間に国民年金保険料を納付された方。
○２月に送付される方……平成２１年１０月２日から１２月３１日
　までの間に今年初めて国民年金保険料を納付された方。

基礎年金の国庫負担割合が２分の１に増えました！
　経済的な理由などで国民年金の保険料を納めることが困
難な場合には、保険料の免除制度があります。平成２１年度か
ら国庫負担割合の増加により、保険料の免除期間に対する将
来の年金額が増額されました。

免除区分とそれぞれの納付額、年金額は次のとおりです。

（注1）カッコ内は平成２１年３月までの国庫負担割合です。
　保険料の免除制度・手続きについては、ねんきんダイヤル
（０５７０－０５－１１６５）またはお近くの社会保険事務所、市役所
市民年金係（1階②番窓口）に相談ください。

鰹問 市民環境課市民年金係　拶３９‐２３０１

保険料の支払いはお忘れなく

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き
　昭和１９年１０月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の前日以降
に手続きをしてください。厚生年金の受給者は、誕生月
に送られてくるはがきが、基礎年金の手続きになります。

市役所②番窓口にお越しください。
必要なものは印鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本など

年金額（注１）納付額（月額）免　除　区　分
年金額 1/2 (1/3)0円納付額なし全額免除
年金額 5/8 (1/2)3,670円1/4納付3/4免除
年金額 6/8 (2/3)7,330円1/2納付半額(1/2)免除
年金額 7/8 (5/6)11,000円3/4納付1/4免除
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■布礼別小中学校のトイレ清掃の取材にいきまし
た。この日は平日にも係わらず、３０分余りの時間に
５人もの方がトイレを利用し、その利用頻度にビッ
クリ。感想箱の手紙には、トイレがきれいという感
想はもちろん、子どもたちのやさしい気持ちに感動
したといった文面が多く寄せられていました。（い）

編集
後記

節
く
れ
の
手
で
新
米
の
焼
な
す
び

菅
原
百
合
子

秋
桜
に
風
さ
さ
め
き
し
夕
べ
か
な　
　
　

中
嶋
美
恵
子

大
型
車
走
っ
て
落
葉
躍
ら
せ
る

熊
崎　

健
治

ひ
ま
わ
り
や
ゴ
ッ
ホ
の
如
く
道
つ
づ
く

山
田
ク
ニ
子

冷
麦
の
一
筋
の
赤
母
の
色

池
田　

綾
子

お
て
ん
ば
の
猫
に
手
を
や
く
夜
長
か
な

武
部　

洋
子

菜
を
き
ざ
む
音
の
み
冴
え
る
厨
辺
に

夫
い
る
暮
し
た
だ
靜
か
な
り　
　
　
　
　

坂
東　

節
子

風
呼
び
て
風
鈴
ほ
ど
よ
く
鳴
る
夕
べ

そ
こ
は
か
と
な
く
秋
の
気
配
は　
　
　
　

近
藤
富
貴
子

あ
し
び
き
の
夏
山
め
ぐ
る
大
雪
の

木
霊
か
へ
ら
む
空
蝉
の 
山
容 　
　
　
　
　

朽
木　

北
峰

か　

お

カ
ナ
ダ
に
て
お
目
に
か
か
れ
し
両
陛
下

受
話
器
に
弾
め
る
孫
十
九
歳　
　
　
　
　

三
上　

和
子

何
も
か
も
放
棄
し
た
い
と
思
う
時

吾
の
心
を
紐
解
い
て
見
る　
　
　
　
　
　

村
上　

ユ
ミ

餌

合
山
神
社
（
合
山
町
）

　

平
安
時
代
末
期
、
源
頼
政

の
家
臣
の
内
橋
雄
源
が
、
そ

の
弟
の
源
弘
と
と
も
に
、
当

地
を
開
拓
し
、
合
山
神
社
を

創
祀
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
以
降
、
合
山
町

の
鎮
守
と
し
て
、
８
０
０
年

以
上
も
の
長
い
間
信
仰
を
集

め
、
人
々
の
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

敷
地
内
に
は
、
大
人
２
人

が
か
り
で
も
手
が
回
ら
な
い

ほ
ど
の
、
存
在
感
の
あ
る
大

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日～金曜日　
　　　　　　　　　午後６時～６時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　１０月２４日鰹土 　午　前１０時～１０時４５分

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ

■取材で「フロアカーリング」教室に行ってきまし
た。氷上のカーリングとルールは多少違いますが、
床の上のカーリングと考えてほぼ間違いありませ
ん。老若男女、障がいなどに関わらず、誰でもでき
る競技。参加者は少なめでしたが、とても楽しそう
な練習風景でした。みなさんもどうですか？（う）

木
が
あ
り
ま
す
。

　

神
社
を
背
に
す
る
と
、
眼

前
に
は
田
が
広
が
り
、
の
ど

か
な
景
色
が
見
渡
せ
ま
す
。

（
広
報
に
し
わ
き
９
月
号
よ
り
）


